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１人を大切に 
 

学校長 地主 佐和子 

 

 秋分、徐々に夜の時間が長くなる季節となりました。子どもたちの下校後、教員が仕事で少しでも遅くな

ってしまうと、帰り道の校内の電灯のない場所は歩行に注意が必要なほどです。７月に行われた４年生の舞

岡公園の夜間散策会に参加した私は、自然光だけの夜の世界に感動したばかりですが、日常生活においては

電気の恩恵を感じているという、なんとも複雑な気持ちが沸き起こっています。 

 

１年以上にわたり、新型コロナウイルス感染症に気を付けながらの生活が続いております。学校運営上も

それに伴う決定、変更が多く、難しい判断に迫られることも度々ありますが、保護者、地域の皆様にご理解、

ご協力を賜りながら教育活動を進めていけることに、改めて感謝を申し上げます。一口に教育活動を進める

と申しましても、それは授業による教科等の学びを継続するという意味だけではなく、例えば緊急事態宣言

下であっても GoogleMeet朝の会を実施する等、子どもたちの心のケアについても取り組んでまいりました。

GoogleMeet 朝の会の初日、私は全校を回ってその様子を確認しました。「〇〇さんだ。久しぶり。」「おー

い。元気か？」多くのクラスで笑顔が見られました。各担任も「〇〇さん入ってきたね。おはよう。」「家庭

学習の皆さん、声は聞こえていますか。聞こえていたら手を振ってください。」教室のテレビには手を振る

子どもたちが映っています。クラスのみんなで学校生活を共にし、切磋琢磨し、ときにはトラブルがあって

もそれを乗り越えという当たり前が当たり前でない今ですが、できることを少しずつ進めております。 

 そんな中で、ふと思うことがあります。今日も世の中のどこかで感染はあり、苦しむ人、お亡くなりにな

る人もいるのだと。９月２３日現在、神奈川県の感染者総数は１６万６４４４人、当日の感染者数は２５９

人。１日の感染者数が過去最高であった８月２０日は２８７８人。全体的には減ってきたわけですが、その

意味だけでなく、この数のお１人お１人に人生があり、コロナウイルスに関する苦しみ方も違い、命に関わ

る問題がある方もおられることでしょう。報道等では数字の報告が続くような印象があり、情報の一つとし

ては価値あることだと思うと同時に、この数字が多い少ないばかりを思わせる、さらに数量感覚より記号の

ような印象になり始めるという危機感を抱いています。児童数２１９人の学校の長として、決して記号では

ない子どもたち１人ひとりの学校生活に目を向け、今必要な活動や支援を行っていく所存です。 

 

１０月４日より、分散登校から一斉授業に戻ります。緊急事態宣言が解除されてもコロナが治まるわけで

はありません。今後も感染対策を講じながらの教育活動を継続するために、保護者の皆様には子どもの健康

を第一にご協力いただけると幸いです。今月予定されている全校遠足、来月予定の４０周年スポーツフェス

ティバル等、内容をかなり変えての実施を現段階では考えております。決まり次第ご連絡いたしますので、

合わせてご協力のほどよろしくお願い申し上げます。 
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